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序章 

私は幼少時代から今まで１８年間ラグビーという競

技をやってきて、これから先もラグビーに携わってい

きたいので今回この題材を取り上げた。また、私は大

学在学中にラグビーの日本代表に選ばれた経験が

あり、世界の強さを体感した。そこで日本のラグビー

がこれから先の未来で発展していくにはどうしたら良

いのだろうと考えるようになってきたので、日本代表

が強くなるためにはどうしたら良いのだろうといった形

で研究をすることにした。先ず、ラグビーが生まれる

にあたっての歴史を調べて、そこで日本のラグビー

史を調べていきたいと思う。また、世間一般では野球

やサッカーと比べて日本ではラグビーという競技はマ

イナーであると思うので、主なルール・ポジションごと

の役割について説明している。そして日本ラグビーが

発展していくにあたって、強豪国と呼ばれるチームを

客観的に分析し、日本代表の現在の戦力も客観的

に分析していくことにする。そして日本のラグビーが

世界で通用するにはどうしたら良いのかという考察を

交えながらまとめている。 
 

１・目的 
現在、日本のラグビーは世界で戦っていくには主

だった戦績を挙げていない。ワールドカップにおいて

はわずかに１勝しか挙げていない。その現状を打破

するためにはどうしたら良いかについて。 
①世界のラグビー強豪国と呼ばれる国代表の戦力

を客観的に分析する。 
②日本の現在の戦力を客観的に分析する。 
③その上でどういった戦術・戦略を取れば、日本

は世界に対抗できるか。 
という観点のもと、議論をすすめていっている。 
 

２・方法 
フィールドワーク。文献や映像を参考の元に調べ

た。 
 

３・先行研究について 
 今までラグビー史などの研究は行なわれていた

が、現在の日本代表が世界と戦っていくにはどのよう

にすれば良いか、また、世界の強豪国の現在の戦力

を客観的に分析して、日本の現在も客観的に分析し

て研究されたのは初めてである。 
 

第一章「ラグビーの歴史」 
ラグビーの歴史についてまとめた。現在ラグビーと

いう名前で呼ばれて行なわれているスポーツはフット

ボールというスポーツを介して発展していったことに

ついてまとめている。次に、日本のラグビーの歴史に

ついてまとめている。また、ラグビーは日本において

はマイナー競技に属するため、ラグビーのルールに

ついてもまとめている。 
 

第二章「強豪国の戦力・戦略・中心選手分析」 
現在世界にはラグビー強豪国と呼ばれる国代表が

複数存在する。シックスネーションと呼ばれる 6 カ国

対抗マッチのチームやトライネーションズと呼ばれる

南半球 3 カ国対抗マッチやまた新興国が挙げられる。

そしてその中で現在の世界の強豪国の戦術・戦略、

また中心選手についてまとめている。 
 

第三章「日本の戦力・戦略・中心選手分析」 
ラグビー日本代表の戦術・戦略、また中心選手に

ついてまとめている。また、２００７年ラグビーワールド

カップ大会を中心にラグビーワールドカップ大会にお

ける戦績についても触れている。 
 

おわりに 
第二章・第三章のことを踏まえたうえで、ラグビー

日本代表が世界のラグビー強豪国に対抗していくに

はどのようにすれば良いのかということについてまと

めている。その中でラグビー日本代表のウィークポイ

ントを分析した上で、そのウィークポイントを解消しな

がらも有効な戦術・戦略についてまとめている。 
 


